
1. はじめに

幼児教育の現場にも，ICTの利用が広がりつつある．

米国では 10 年以上前から，保育分野でのコンピュー

タ利用が広く浸透し，遊具環境の一部として認知さ

れ，幼児にとっても魅力的な遊具としての可能性を有

していることが報告されている（1）．しかし，わが国

では，ICT の教育利用に関しては，未だ保育の分野に

おける積極的な研究の集積が必要な段階である（2）．

これまでの研究では，保育現場へのマルチメディア

導入例や（3）（4），紙芝居のディジタル化に着目したも

のがある（5）．これは，紙芝居が保育のさまざまな場

面で活用されており，幼児の反応を見ながらストー

リー展開ができる保育教材だからである．

本研究は，このディジタル紙芝居を発展させた，園

児参加型 3D ディジタル紙芝居システム（以下，「3D

紙芝居」という）の開発を行い，その有効性を検証し

た．従来のディジタル紙芝居にも，園児の写真が登場

人物としてストーリーに登場するなど「参加」機能は

あったが，3D 紙芝居は，園児が途中で出題されるク

イズに答え，その正誤によってシナリオやコンテンツ

を変化させることができる点で，より参加型であると

いえる．

3D 紙芝居には，従来のディジタル紙芝居に以下の

三つの機能を搭載した．①園児の写真，イラスト等を

紙芝居コンテンツに自動合成する機能．この機能に
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The ICT (Information and Communication Technology) spread into teaching of childcare. The using 
of a computer for childcare is widely spread in U.S. It is a part of the school environment playing and 
learning. However, positive research in the field of the computer use in childcare was still necessary at 
the present stage in Japan. Through research, the use of photographs and painted pictures by the chil-
dren, developed the participation type of “the digital picture-card show system” and with an advantage 
in multimedia provided a solution for these problems. We have performed a proof experiment to test the 
practical use of “the digital picture-card show system” in order to confirm interest, concern, desire and 
consciousness.
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